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１．基本業務の統一化
ａ．基本業務は全社統一化を図る。基本業務としては､営業､営業事務､物流事務､経理事務が含まれる。
ｂ．ただし、その統一内容は画一的なものではなく、業態別、規模別、取引先実態別等
（例：量販店とのデータ交換システム）に応じたバリエーションを含む。
ｃ．基本業務統一の範囲としては､権限基準、業務処理基準、基本帳票、情報システム（各場所任意の追加アウトプット分を除く）とし、業務実施方式の細部については各場所の運用に任せる。
ｄ．各場所の創意工夫に基づく運用の結果として、全社的に実施することが好ましい方式が開発された場合は、統一業務処理基準、統一基本帳票、統一情報システムに対して追加、修正を行って、その部分を統一システムに格上げしていく。
２．経営の効率化が図れるシステムの実現
ローコスト・オペレーションの実現を図る。「出るものを減らす（出ずるを制す）」と言ってもよい。
ａ．業務の省力化を図る。
・正確には、省力化ではなく、「生産性向上」である。
ｂ．経費の節減を図る。
・物流費、情報システム関連費用、その他営業費、資金コストの節減ないし効率化を目指す。
３．収益が図れるシステムの実現
「取るものを増やす（入るを図る）」と言ってもよい。
業態別標準経営指標の設定をはじめとする営業管理（特に利益管理）の強化、リベートの管理強化による利益取得の増大、返品管理強化による返品ロスの減少、事業計画（予算編成）の充実化による「儲かる商売」への選別強化等。
４．事業競争力の強化が図れるシステムの実現
欠品率減少、小分け配送対応力強化、日付管理強化、迅速な受注処理能力の増強、受注配送ネットワーク強化、取引先とのデータ交換（受注、売買、売掛、買掛等）システムの強化、取引先への各種情報提供の強化等による。
５．企業体質の強化
ａ．管理レベルの向上を目指す。
・業務の統一化も広い意味では「管理レベル向上」である。
・決算の早期化、経営方針の徹底。
ｂ．社員のレベルアップを図る。
・能力アップ、モラールアップ、有効活用
・質の高い燃える集団へ


　　　　　　　　　　注：この例は、個別システムの開発基本方針ではなく全体のまとめ部分であるので、定量的・
具体的ではないが、項目の例として参考にしていただきたい。
